
資料２－１

「流域治水プロジェクト」
の充実について

令和４年３月３日
第４回 信濃川水系（信濃川中流）流域治水協議会
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北陸地方整備局
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「流域治水プロジェクト」の充実について

リスクの高い地域

治水ダムの
建設・再生

利水ダム
の活用

遊水地の整備

森林整備・治山対策

ため池等
の活用

雨水貯留・排水
施設の整備

海岸保全施設の整備

バックウォーター対策

あらゆる関係者が協働して行う「流域治水」の イメージ

昨今の豪雨災害の激甚化・頻発化を受け、河川管理者が主体となって行う治水対策に加え、流域治水全体で水害を軽減させる

「流域治水」への転換重要であるとの認識に基づき、各水系にて設置した「流域治水協議会」（以下協議会という。）での議論を通

じて、国、流域自治体、企業等が協働して流域全体で実施すべき対策の全体像を「流域治水プロジェクト」としてとりまとめ、令和

３年３月に公表した。

各水系においては、協議会に参画する関係者との連携を図りつつ、本プロジェクトに基づく取り組みが実施されているところであ

るが、流域治水の一層の推進により浸水被害の防止・軽減を図るためには、共通の指標に基づき取組の進捗状況を「見える化」

し、積極的・先進的な事例を踏まえた、プロジェクトの更なる充実を全国的に図ることが重要。

１．プロジェクトの更新

１－１．事業箇所の更新

１－２．グリーンインフラの取り組み

１－３．水災害リスク情報の充実

プロジェクトの充実内容

２．指標を活用した流域治水プロジェクトの更なる

推進

各流域治水協議会にて議論

移転



北陸地方整備局
１－１．事業箇所の更新（全体）

令和３年３月に公表した「流域治水プロジェクト」について、最新情報に更新

・位置図における事業完了箇所の表示（箱書きを灰色着色）
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水系全体版位置図



北陸地方整備局
１－１．事業箇所の更新（全体）

令和３年３月に公表した「流域治水プロジェクト」について、最新情報に更新

・位置図における事業完了箇所の表示（箱書きを灰色着色）
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信濃川中流詳細図



北陸地方整備局
１－１．事業箇所の更新（全体）

令和３年３月に公表した「流域治水プロジェクト」について、最新情報に更新

・「森林整備・治山対策」の取組の実施主体に「新潟県」追加
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■信濃川中流では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町村等が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。
【短 期】令和元年東日本台風を受けとりまとめた信濃川水系緊急治水対策プロジェクトにより、同洪水における信濃川の堤防からの越水等に伴う
家屋部の浸水を防ぐための堤防整備・強化、河道掘削、遊水地の整備等を進めるとともに、狭窄部（大河津分水路河口部）の流下能力向上（山地部
掘削、第二床固改築等）の推進、遊水地等の整備や排水ポンプや雨水貯留施設、田んぼダム等の整備を推進する。
また、浸水被害が発生した場合、被害が広域化・長期化する等の地域的特徴を踏まえ、都市計画マスタープラン等に基づく災害に強いまちづくりの
推進や、確実な避難のためのマイ・タイムラインの活用、河川防災ステーション等の防災拠点の整備等を推進する。
【中長 期】令和元年東日本台風洪水や昭和５６年８月洪水等に対し、狭窄部（大河津分水路河口部）の流下能力向上（山地部掘削、第二床固改築
等）を進め信濃川中流部の最大のボトルネック箇所を解消するとともに、長岡市街地等での重大な災害の発生を防ぐための河道掘削等を推進し、
流域全体の安全度を向上させる。

区分 対策内容 実施主体
工程

短期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

戦後最大洪水等による浸水被害を軽減する
ための河川改修、洪水調節施設整備等

（堤防整備・強化、河道掘削、遊水地整備、
大河津分水路改修事業の推進等）

国交省、新潟県

排水機場、雨水貯留施設、排水ポンプ等の
整備、田んぼダムの取組推進等

国交省、農水省、
新潟県、市町村

砂防関係施設等の整備 国交省、新潟県

森林整備・治山対策
林野庁、新潟県
森林整備センター

被害対象を減少させるための
対策

「まちづくり」による水害に強い地域への誘導 市町村

高床式住まいの推進 市町村

被害の軽減、早期復旧・復興の
ための対策

河川防災ステーション等の防災拠点の整備 国交省、市町村

マイ・タイムライン等の活用による防災知識
の普及

国交省、新潟県、
市町村

要配慮者施設の避難に関する取組
国交省、新潟県、
市町村

長岡地区
河川防災ステーション完成

気候変動
を踏まえた
更なる対策
を推進

※スケジュールは今後の事業進捗によって変更となる場合がある。

遊水地等完成

事業完成

信濃川水系緊急治水対策プロジェクト

大河津分水路改修事業

第二床固完成

信濃川水系流域治水プロジェクト（信濃川中流）【ロードマップ】
～ ｢日本一の大河｣ 上流から下流まで流域一体となった防災・減災対策の推進 ～

■砂防対策
全体事業費 約１，１３１億円
（信濃川水系直轄砂防事業及び浅間山直轄火山砂防事業として）

対策内容
砂防関係施設の整備等
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■河川対策
全体事業費 約６，３０４億円
対策内容 河道掘削、遊水地、堤防整備、堤防強化、護岸整備、放水路整備、排水機場整備、

河川管理施設耐震対策、河川防災ステーション、 、橋梁架替、災害復旧、
大河津分水路改修、大町ダム等再編、裾花川流域ダム再生事業等

■下水道対策
全体事業費 約８９５億円
対策内容
排水ポンプ、雨水貯留施設整備等

信濃川中流ロードマップ



北陸地方整備局
１－２．グリーンインフラの取り組み（グリーンインフラを取り入れた流域治水）

流域治水の取り組みにおいては、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの考えを推進し、災害リスクの低減

に寄与する生態系の機能を積極的に保全または再生することが重要であることからグリーンインフラの全体像をとりまとめ。

グリーンインフラとは、社会資本整備や土地利用等のハード・ソフと両面において、自然環境が有する多様な機能を活用し、持

続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを進める取組（国土形成計画（平成２７年８月閣議決定））
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北陸地方整備局
１－３．水害リスクの充実

これまでは想定最大規模降雨の洪水で想定される浸水深を表示した水害ハザードマップを提供してきたところ。

今後は、想定最大規模に加えて、より頻度の高い降雨による浸水範囲を頻度毎に示した水害リスクマップを新たに整備し、水害
リスク情報の充実を図る。

○水害ハザードマップ（従来）

○水害リスクマップ（新規）

※１ 河道条件：Ｈ２８末時
点

※２ 河道条件：Ｒ５末時点
（高頻度以外は現況河道の計算結果）

現況 整備後

ハード整備による
水害リスクの軽減

・現在のリスクに加え、将来のリスクも提示（整備効果の見える化）
・土地利用規制や居住の誘導を促進
・きめ細やかな企業BCPの作成、水害保険への水害リスクの反映

※上記凡例の（ ）内の数値は確率規
模を示していますが、これは例示で
す。

※現在の浸水想定区域図に加えて、より頻度の高い複数降雨による浸水範囲を頻度毎に示した図

想定される浸水深

水害リスク情報の充実

整備効果の見える化

※着色範囲は想定最大規模降雨の洪水で想定される浸水範囲

イメージ

整備効果の見える化のイメージ
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北陸地方整備局
２．指標を活用した流域治水プロジェクトの更なる推進

「流域治水プロジェクト」における主要な各取組に係る数値目標に対する進捗状況を見える化するため、第５次社会資本整備重
点計画（令和３年５月２８日閣議決定）及び流域治水推進行動計画（令和３年７月３０日策定）等に記載されている取組を参考に、
流域内の自治体や関係者が連携し、多層的な流域治水の取組を推進するための指標を設定し、「見える化」を図る。

イメージ
↓ハード整備の進捗状況を確認するための指標

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備率

整備率 ○○％

（令和○年度末時点）

高齢者等避難の実効性の確保

避難確保計画
○○施設

（令和○年○月時点）

個別避難計画
○○市町村

（令和○年○月時点）

水害リスク情報の提供

洪水浸水想定
○○河川

（令和○年○月時点）

内水浸水想定
○○団体

（令和○年○月時点）

立地適正化計画における
防災指針の作成

○○市町村

（令和○年○月時点）

↓ソフト進捗状況を確認するための指標

農地・農業用施設の活用

○○市町村

（令和○年○月時点）

流出抑制対策の実施

○○施設

（令和○年○月時点）

山地の保水機能向上・土砂・流木対策

治山対策・森林整備
○○箇所

（令和○年○月時点）

砂防事業による保全箇所
○○施設

（令和○年○月時点）

8



北陸地方整備局
スケジュール
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「流域治水プロジェクト」

の充実（案）


